









































関係が恋愛に関係 している (有泉,2006)。 愛着
とは,人が特定の他人に対して形成する情緒的な
絆のことであり,人は乳児期から,愛着の対象
(多 くは母親)と の相互作用によって, 自己およ
青年期女子のアイデンティティ確立及び母親への愛着が異性態度に及ぼす影響



























分析対象者 調査時期は2017年 11月 、大学・専





で構成 される「内的作業モデル尺度」 (森下 。三
原, 2015),(3)Marcia(1966/1990)の 同一
性地位の概念を踏まえて,<過去の危機>,<現
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